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　マスクを着用するのが当たり前になった昨今。対面
で向かい合って話す機会も少ない中、相手の感情を
読み取るのが難しくなってきているように感じる。しか
し、日々一緒に過ごす仲間ならマスク越しでも目を見
て感じ取れるものがある。言葉を交わさずとも通じ合
える絆の深さがこの一句から感じ取れる。

　この度はこのような素晴らしい賞をいただき、とても
嬉しく思います。現在もマスクをつけての生活が続い
ていますが、マスクをつけていると表情がわかりづらく、
人とのコミュニケーションに困ることも多いと思います。
しかし、お互いに目を見てコミュニケーションをとるこ
とで伝わるものもあると思います。いつかマスクをつ
けずに笑い合える日々が戻ってくることを願っていま
す。

受賞者コメント

大 賞

　松
田

　梨
瑚
さ
ん

〔福岡大学長賞〕

福
岡
県

　福
岡
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微
笑
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　マ
ス
ク
越
し
で
も

　
　
　わ
か
る
も
の

作品評価［評：福岡大学長 朔 啓二郎］
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作品評価［評：福岡大学長 朔 啓二郎］

　コロナ禍で高専でも部活動等が禁止になり、リモートで会議を
する機会がありました。皆と会えない一人の中、何か共感できる
ような事、例えばそんな時のちょっとしたほほえましい失敗等、
特にこういった慣れない、あるいは初めての中に無いかと考え、
この作品を作りました。

　「オンライン」、昨年から何度この言葉を聞くのだろう。対面と
は違い、その場には自分一人だけ。周りの目が届いていない環
境で自分の思いが出てしまった。今の時代だからこそ起こる現
象と思いつつ、どんな独り言だったのか気になって仕方がない。
慣れない環境で、ついうっかり起きたハプニングの情景がイメー
ジできる。

受賞者コメント

作品評価［評：福岡大学長 朔 啓二郎］

　今回、優秀賞という素晴らしい賞をいただくことができ、とて
も光栄に思います。私がこの川柳を思いついたのはコロナウイル
スのワクチン接種が始まってしばらくした頃でした。毎年送られ
てきていた暑中見舞いよりも先に届いた接種案内の手紙に切な
く思うとともに、ワクチンにこの先の日常を期待する複雑な感情
を表現しました。日常が戻ってくる事を信じて、自分の今できる
ことを精一杯しようと強く感じた夏になりました。

　毎年、夏になるとワクワクする。それは自宅にさまざまなイベ
ントの案内が届くから。しかし今年はワクチンの接種案内が。今
年はこれが「なつだより」だと思うと少し寂しく感じる。
ワクチンに対する期待がありながらも、今年も夏らしいことがで
きないのかなという作者の切ない思いが伝わってくる。

受賞者コメント

久
保
田
　
亜
衣
さ
ん

東
京
都
　
桐
朋
女
子
高
等
学
校
　
二
年

優秀賞
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岡
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〔全日本川柳協会賞〕
特別賞

〔西日本新聞社賞〕

松
田

　優
希
奈
さ
ん

特別賞

北
海
道

　北
海
道
網
走
南
ケ
丘
高
等
学
校

　三
年
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ス

　
　涙
も
包
む

　
　
　
　母
の
魔
法

作品評価［評：全日本川柳協会 梅崎 流青 氏］

　昨日と同じ今日、今日と同じ明日が来ることに何の疑いも抱か
なかった。そのことに疑問を覚えたのは2011年3月11日の東日
本大震災、そして世界地図を赤く染めた今回の新型コロナウイ
ルス。階下から「ごはんよ」と母の声。震災とコロナ禍が教えてく
れた今日というかけがえのない一日。温かい炊きたてのごはん
のような日常が家族間を行き交う。

　この度は、このような賞を頂きとても驚き、嬉しく感じています。
この川柳は、家族で過ごすほんの一時の日常に焦点を当てて作
りました。母に、毎日「ごはんよ」と呼ばれてから食卓を囲んで食
べるできたてのご飯のあたたかさと、毎日美味しいごはんを食べ
ることができる家族のあたたかさの二つを表現しました。大人に
なれば自分で料理を作って食べることになると思いますが、高校
生の今だからこそ、この「あたたかさ」を感じられると思います。

受賞者コメント

作品評価［評：西日本新聞社 阪口 由美 氏］

　この度このような素晴らしい賞を頂き、本当に嬉しく思います。
私が悩んでいる時や落ち込んでいる時、母はいつも私の大好き
なオムライスを作ってくれます。どんなにつらくても母の温かな思
いが詰まったオムライスを食べると元気になり、笑顔になれます。
「頑張れ！」と励ましてくれる、優しい魔法のようだと思いました。
そんな思いを表現し、支え続けてくれた母へのたくさんの感謝の
気持ちをこの作品に込めました。

　ユーミンの歌ではないけれど、一瞬にして「やさしさに包まれ
て」しまった。チキンライスだけでも十分おいしいのに、さらにひ
と手間かけて、ふんわり卵で包むオムライス。そこにすでに「愛」
がある。何も聞かず、さりげなく涙も包み込んでくれる母の存在。
こんな「魔法」で世の中が包まれるよう願わずにはいられない。

受賞者コメント



第17回
全国高校生川柳コンクール

井
上

　京
祐
さ
ん

山
口
県

　宇
部
鴻
城
高
等
学
校

　一
年

先
生
の

　話
も
マ
ス
ク
も

　
　
　よ
く
ズ
レ
る

柗
下

　優
河
さ
ん

山
口
県

　柳
井
学
園
高
等
学
校

　一
年

し
な
く
て
い
い

　心
の
ソ
ー
シ
ャ
ル

　
　デ
ィ
ス
タ
ン
ス

作品評価［評：NHK福岡放送局 菅谷 敦 氏］

　風刺とは皮肉の程度が難しいものですが、この句はその塩梅
が絶妙です。世相を映すマスクを登場させ、学生生活と中高年
の「あるある」を一つの動詞に集約する手法は、さりげなくも完
成度の高いものです。さらにテレビ制作に携わる人間としては、
この句が表す情景が、容易に脳内で映像化できる点も高く評価
しました。

　この度、特別賞に選んでいただき、ありがとうございます。
この川柳は、授業中の先生の話が授業とは関係ない話にずれて
いく中、だんだんとマスクもずれていくことが面白く印象的だった
ので、川柳にして書きました。コロナが流行ってマスクを付ける
ようになった今、しゃべるたびにマスクがずれることがよくあるこ
とだと思います。

受賞者コメント

作品評価［評：紀伊國屋書店 武藤 和男 氏］

　先生から特別賞と聞いた時は、とても驚きましたが嬉しかった
です。ありがとうございました。私が入学した時は、楽しみにして
いたお昼休みも、コロナ禍のため「黙食」で、せっかくクラスのみ
んなと早く仲良くなりたいと思っていたので残念でした。確かに、
感染予防にはソーシャルディスタンスは大切なことですが、一度
きりの高校生活なので、人との出会いを大切にし、悔いのない
毎日を送りたいという想いを作品に込めました。

　コロナ禍の世の中で、ソーシャルディスタンスを守ることはとて
も大切だが、友人たちの心までが離れてしまい、殺伐とした学校
生活になるのはいやだと筆者は訴えている。頭句の「しなくてい
い」という言葉に強いメッセージが込められ、奥の深い句と感じ
た。「心の」ソーシャルディスタンスという表現も秀逸。

受賞者コメント

〔NHK福岡放送局長賞〕
特別賞

〔紀伊國屋書店賞〕
特別賞
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作品評価［評：学友会総務委員会　下河辺 ちより］

　今現在、新型コロナウイルスが流行し、私たちの生活が大きく
変化している、そのような状況を表した上での内容が伝わってき
ます。そしてこれは感染が収束した後にも言えることでしょう。当
たり前のことのように思われながらも当たり前ではない日常生活
や自分自身について、深く考えさせられる作品でした。

　まずはこのような賞を頂いたことをとても光栄に思っています。
私が受賞したと聞いた時、嬉しさと驚きが一気に押し寄せてきま
した。この川柳のテーマはコロナ禍で自殺者数が増加した社会
へのメッセージです。世界に一人しかいない、誰でもないあなた
が生きていることがとても素晴らしいから金メダルをあげたいと
いう想いを込めました。この川柳が心に響いたことで救われる人
が1人でも増えてくれることを心から願っています。

受賞者コメント

〔福大生が選ぶ賞〕
特別賞 イ
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